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私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご

み
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
常
総
環
境

セ
ン
タ
ー
の
新
施
設
で
処
理
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
、
ご
み
の
分
別
の
細
分

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
「
不
燃
ご
み
」
の
中

に
大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
「
ペ
ッ
ト

種　別 平成24年度 平成23年度 増減率

可燃ごみ 52,561 53,753 △2.2％

不燃ごみ 8,934 12,958 △31.1％

粗大ごみ 1,586 4,685 △66.1％

資源物

あき缶 807 752 7.3％

あきビン類 1,861 1,857 0.2％

プラ容器 1,962 ― ―

ペットボトル 568 ― ―

有害ごみ 83 67 23.9％

生ごみ 849 793 7.1％

合計 69,211 74,865 △7.6％

常総広域圏内の
　ごみ・資源物の搬入状況

単位：トン

ボ
ト
ル
」
と
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
（
プ
ラ
容
器
）」
が
資
源
と

し
て
分
別
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
不

燃
ご
み
が
減
少
し
、
資
源
物
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
つ
く

ば
み
ら
い
市
、
取
手
市
、
守
谷
市
、

常
総
市
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
を
処
理

し
、
平
成
23
年
度
と
比
較
し
て
７
・

６
％
の
減
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
出
さ
れ
た

ご
み
の
量
を
見
て
み
る
と
、
不
燃

ご
み
が
６
４
５
ト
ン
削
減
さ
れ
、

可
燃
ご
み
が
２
ト
ン
、
資
源
物
が

２
９
２
ト
ン
増
加
し
ま
し
た
。
粗

大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
度
中
に
排
出
さ
れ
た
ご

家
庭
が
多
か
っ
た
こ
と
で
、
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24

年
度
で
は
、
前
年
度
比
10
分
の
１

ほ
ど
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

種　別 平成24年度 平成23年度 増減量

可燃ごみ 6,864 6,862 ２

不燃ごみ 1,436 2,081 △645

資源物 1,655 1,363 292

粗大ごみ 141 1,394 1,253

つくばみらい市の収集量の比較
単位：トン

き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
た
の
に
…

　

こ
れ
ま
で
の
「
不
燃
ご
み
」
か
ら
、

資
源
物
と
し
て
分
別
さ
れ
た
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
と
「
プ
ラ
容
器
」
は
、

環
境
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
後
、
選

別
員
が
異
物
を
取
り
除
い
て
い
ま

す
。
資
源
物
で
出
さ
れ
た
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
が

約
80
％
と
高
い
数
字
な
の
に
対
し
、

「
プ
ラ
容
器
」
は
約
32
％
と
低
く
、

い
ま
だ
に
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
資
源
物
と
し
て

回
収
さ
れ
た
物
の
う
ち
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
適
さ
な
い
物
は
、
約
３
分
の
２

に
も
上
り
ま
し
た
。
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